新婦のお手紙、ワンポイントアドバイス！

両親への花束贈呈は感動的ですが、その感動をいっそう高めるのが、新婦が両親へ宛てて書いた手紙の披露です。①新婦自らが朗読するか、②友人や姉妹に読んでもらうか、③または司会者が代行して読み上げるかなど様々です。いずれにせよ文面は２～３分程度で読み終わる短い手紙です。手紙の内容に決まりはありませんが、両親への感謝の気持ちをベースに嫁ぐ日を前にした心境を素直に書いたものが一般的です。今までを振り返り両親がしてくれた「あんなことがうれしかった」「こんなことに感動した」を思い出してその時自分が思ったことを思い出してみましょう。

	サンプル１（570字→約1分半）

お父さん、お母さん、今日までの長い間、お世話頂きありがとうございました。夢のような幸せに包まれ私は今、感激で胸がいっぱいです。たくさんの人に支えられて今日の幸せを迎えたことを思うと、一人一人に「ありがとう」と頭を下げて回りたい気持ちです。でも、一番感謝したいのはやはり今日まで私を育ててくれたお父さん、お母さんです。お父さん、お母さんが私に作ってくれた思い出は数限りないほどあります。静かに目を閉じると沢山の事柄が、次から次へと浮かんできます。

小さい頃、お誕生日に買ってもらったミッキーマウスのぬいぐるみ、毎日抱っこして寝てたましたよね。それから夏恒例の家族みんなで行くキャンプ、私は中学校に入ると部活が忙しくて行けなくなりましたがとても楽しかったです。

お父さん、お母さんは最近はよく私の子供の頃の話をするようになりましたね。思い出しながら楽しそうに話すお母さん、そんなことあったねえと遠くを見つめるお父さん、話を聞いてると胸がいっぱいになってありがとうの言葉でいっぱいです。今日からは心機一転神様に叱られるのことのないように精一杯だんな様に尽くして立派な家庭を作ろうと思います。

最後に、どんなに忙しくても私との約束を守ろうと努めてくれたお父さん、いつも笑顔を絶やさず、何でも相談にのってくれたお母さん、どうぞお体を大切にこれからも元気でいてください。

お父さん、お母さんへ　　美砂子より


	サンプル２（770文字→約2分）

お父さんお母さんへ今日まで私を育ててくれてありがとうございます。

お父さんへ、お父さんはいつも家族のことを優先してくれましたね。小さい頃はおんぶしてもらったり、かたぐるましてもらったり、お父さんの背中が大好きでした。そして安心してしまうからでしょうか、よくお父さんの背中で眠ってしまって写真まで残ってますよね。

お母さんへ、太陽のように明るいお母さんの笑顔のおかげで笑いの絶えない楽しい家庭でした。お母さんに教えてもらった料理では私は手書きでレシピをつくり、今でも大切にファイルをしています。いつもそばにおいておこうと思います。

そしてお姉ちゃん、お姉ちゃんは、イギリスの歌手の音楽が大好きで私に沢山CDを貸してくれましたね。その頃、友達はみんなアイドルの歌を聞いてる中で、私はなんか大人になったような気持ちになりました。学校ではみんなにいろいろ教えてあげたりして、ちょっと鼻高々でした。

私らしくないとお父さんやお母さんには笑われそうですが過ぎ去った日の思い出というのは切ないほど懐かしいものです。今回の結婚で荷物を整理していたら、押入れからアルバムが出てきました。入学式や、家族旅行など、そして白黒の写真もありました。このアルバムはこれからも私の宝物にしていきたいと思います。

今日からは新しい生活を築いていきますが、まずは夫である剛さんの健康を気づかう妻でありたいと思います。

お父さん、お母さん、私もこれから頑張りますからいつも二人仲良く、元気でいてくださいね。それから、お父さんはくれぐれもお酒を飲みすぎてまた体をこわしたりしないようにしてくださいね。人一倍心配性のお母さんに、あまり心配かけないであげてくださいね。

いつも私の身を案じてくれたお父さん、お母さん、どうぞこれからも私達二人を見守っていてください。長い間ありがとうございました。

200x年x月x日　美砂子より


	サンプル３(850字→約2分半)

お父さんお母さんへ

このごろ私を見るたびに「ますますお母さんに似てきたな。」と感慨深げだったお父さん、今日の私はどうでしょう？　花嫁姿の私はお父さんと結婚したときのお母さんに似ているでしょうか？

私は今日、晴れて、剛さんと結婚することになりました。お父さんお母さんが育ててくれたおかげで私の25年間は本当に幸せなものでした。私のアルバムには楽しかった思い出がぎっしりつまっています。仕事で忙しい日もあったでしょうに、こんなにたくさんの思い出を作ってくれたお父さん、お母さんに感謝しています。でも、今振り返ってみると、ずいぶん迷惑をかけてきたようにも思えます。

小さいころ、私はとても体が弱かったので、お父さん、お母さんにはいつも心配かけてましたね。夏休みや冬休みのたびに風邪を引いて寝込んでいたことを思い出します。いつも扁桃腺が腫れてしまい痛くて泣いてばかりいました。お父さんは仕事を休んでまでして、私を病院へ連れてってくれたことがありましたよね。しかも何度もです。子供の頃いっぱい風邪を引いたせいか、最近では周りが風邪引いてもいつも元気でいます。それから私は、小学校の頃、食べ物の好き嫌いも激しく、何も食べさせればいいのかお母さんにはいろいろ心配かけてしまったと思います。でも大人になるにつれ、その好き嫌いもまったくなくなり、何でも食べられるようになって今ではダイエットが必要なまでになりました。子供の頃はご飯もたくさん残してしまってごめんなさい。

お父さん、お母さん、結婚という大きな節目をこんなにも華やかにこんなにも大勢の人に祝ってもらえるなんて、なんて私は幸せものなのでしょう。今はただ酔いしれていますが、これからは気持ちを引き締め、お父さん、お母さんみたいな明るい家庭をを築いていこうと思います。これまで、自慢できるような親孝行もせずお嫁に行くのは心苦しいです。まだまだ未熟な私ですがこれからも見守っていてください。どうかお体に気をつけていつまでも元気でいてください。長い間本当にありがとうございました。

平成xx年ｘ月ｘ日　お父さんお母さんへ　美砂子より
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つい、この間まで、気にもとめなかったことのなのに、毎日繰り返される当たり前のことが、今はたまらなく大切に思えることはありませんか？　何気なく過ごしてきた日々その中に、小さいけれどほのぼのとした幸せがどれだけたくさんあったことか、そんなことに今になって気が付くことがきっとあるでしょう。
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